
令和２年４月１日発行第92号

くろかわ広域

地域の人口・世帯数

人　口 世帯数
富谷市 52,522 19,428
大和町 28,521 11,927
大郷町 7,999 2,811
大衡村 5,964 2,111
計 95,006 36,277

令和 2年 2月29日現在



❖ 
令
和
元
年

第
５
回
定
例
会 

❖

❖ 

可
決
議
案

議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
報
告

　

令
和
元
年
12
月
23
日
に
、
令
和
元

年
第
５
回
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
理

事
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案

が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令

和
元
年
度
黒
川
地
域
行
政
事
務

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
第
１
号
））

　
　
　
　
　
　
　

特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

承
認
第
３
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

　
　
　
　
　
　
　

成
年
被
後
見
人
等

の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の

適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

旧
ご
み
焼
却
施
設

解
体
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

財
産
の
取
得
の
一

部
変
更
に
つ
い
て
（
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
18
号

議
案
第
19
号

議
案
第
20
号

議
案
第
21
号

�　

�　

４
年
間
に
２
度
浸
水
被
害
に

あ
っ
た
消
防
本
部
庁
舎
の
現
状
の

認
識
と
今
後
の
考
え
は
。

問

�　

�　

現
在
の
庁
舎
は
、
昭
和
48
年
４

月
開
庁
か
ら
46
年
が
経
過
し
、
人

口
増
や
地
域
発
展
に
対
応
す
べ
く

消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
き

た
が
、
一
方
、
施
設
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、

平
成
27
年
９
月
の
「
関
東
・
東
北

豪
雨
」、
令
和
元
年
10
月
の
「
台

風
第
19
号
」
に
お
い
て
浸
水
し
た

状
況
に
あ
る
。

　

�　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
や
自
然

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

新
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想
策
定
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算

措
置
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

�　

�　

消
防
に
て
更
な
る
女
性
職
員
採

用
の
た
め
、
富
谷
消
防
署
や
大
衡

出
張
所
等
、
増
築
、
改
造
の
考
え

は
。

�　
�　

現
在
、
女
性
職
員
の
当
直
設
備

が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
郷

出
張
所
の
み
で
あ
り
、
富
谷
消
防

署
に
女
性
職
員
の
当
直
勤
務
宿
舎

答問答

の
増
設
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度

当
初
予
算
措
置
に
向
け
て
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
大
衡
出
張
所
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

�　

�　

黒
川
地
域
南
部
に
お
い
て
１
つ

の
署
、
所
が
不
足
し
て
い
る
が
、

新
設
整
備
の
考
え
は
。

�　

�　

平
成
28
年
10
月
よ
り
黒
川
消
防

署
富
谷
出
張
所
を
富
谷
消
防
署
に

昇
格
し
、
消
防
力
の
強
化
を
図
っ

て
い
る
が
、
黒
川
地
域
南
部
は
人

口
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理

事
会
と
し
て
今
後
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。

�　

�　

前
記
３
件
な
ど
年
次
計
画
を
策

定
し
、
確
実
に
行
う
べ
き
と
思
う

が
そ
の
考
え
は
。

�　

�　

全
体
の
計
画
の
中
で
今
後
、
検

討
を
進
め
て
い
く
。

問答問答

消
防
施
設
の
整
備
を
問
う

　
金　
子　
　
　
透 
議
員

（
富
谷
市
）

質
問
者 一
般
質
問

広域くろかわ
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❖ 

令
和
２
年

第
１
回
定
例
会 

❖

❖ 

可
決
議
案

　

令
和
２
年
２
月
19
日
に
、
令
和
２

年
第
１
回
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
理

事
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案

が
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

黒
川
地
域
行
政
事

務
組
合
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例

　
　
　
　
　
　
　

会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
導
入
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
介
護
認
定

審
査
会
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
障
害
支
援

区
分
認
定
審
査
会
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

予
算

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
介
護
認
定

審
査
会
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
障
害
支
援

区
分
認
定
審
査
会
特
別
会
計
予

算

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
病
院
事
業

会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

議
案
第
10
号

議
案
第
11
号

同
意
第
１
号

鳥　
海　
義　
弘 

氏

（
大
郷
町
教
育
委
員
会
教
育
長
）

教
育
委
員
会
委
員
の
紹
介

　
令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
第
19
号
に
よ
り
浸
水
被
害
を

受
け
た
公
立
黒
川
病
院
駐
車
場
の
清
掃
作
業
に
御
協
力
い
た
だ
い

た
協
業
組
合
ア
ク
ア
ネ
ッ
ト
様（
大
崎
市
）と
被
災
支
援
と
し
て
災

害
見
舞
金
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
エ
ス
エ
ヌ
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

株
式
会
社
様（
大
阪
市
）に
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。 支 

援 

に 

感 

謝
前列左から：エスエヌ環境テクノロジー（株）　代表取締役社長　下田　栖嗣 様
　　　　　 協業組合アクアネット　理事長　佐藤　政志 様
後列左から：鎌田助役、浅野理事長、上野教育長、佐藤消防長

限りない未来に向けて…広域行政
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令
和
２
年
度

各
種
会
計
予
算

　
令
和
２
年
第
１
回
議
会
定
例
会
で
、
令
和
２
年
度
の
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
、
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
、
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会

特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
及
び
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
会
計
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入説明
分担金及び負担金 当組合を構成する４市町村からの負担金

使用料及び手数料 黒川浄斎場の使用料、し尿及び浄化槽汚泥処分手数料、消防法に規定
する危険物の許認可に係る手数料等

国 庫 支 出 金 循環型社会形成の為の交付金等

県 支 出 金 東京オリンピック開催に係る消防・救急体制整備補助金、県から移譲
された事務に対する交付金等

財 産 収 入 組合が保有する土地の占有料や財政調整基金の預金利子
寄 附 金 団体等からの寄附金
繰 入 金 財政調整基金からの繰入
繰 越 金 前年度においての決算剰余金を本年度会計に繰り越したもの
組 合 債 地方債借入れによる資金
諸 収 入 上記以外の収入

負担金内訳表　� （単位：千円）
構成市町村各種会計 富谷市 大和町 大郷町 大衡村 合　計

一 般 会 計 694,276 860,426 329,575 285,729 2,170,006
一
般
会
計
内
訳

総 務 費・ 議 会 費 41,674 28,583 17,360 16,259 103,876
民 生 費 20 20 20 20 80
衛 生 費 28,402 411,100 152,083 147,239 738,824
消 防 費 618,923 416,988 157,305 119,435 1,312,651
教 育 費 5,257 3,735 2,807 2,776 14,575

介護認定審査会特別会計 6,296 5,077 3,012 2,129 16,514
障害支援区分認定審査会特別会計 389 431 183 162 1,165
病 院 事 業 会 計 53,830 310,558 77,640 75,570 517,598

合　　　計 754,791 1,176,492 410,410 363,590 2,705,283
●富谷市はごみ処理を市単独で行っているため、衛生費のうちのごみ処理費に係る経費の負担はありません。
●訪問看護ステーション事業会計に係る構成市町村の経費の負担はありません。

　歳入・歳出の総額をそれぞれ24億5,904万６千円とし、前年度と比較しますと１億3,015万６千円の増額（5.6％）と なります。主な事業については、衛生部門においてはマテリアルリサイクル施設の建
設、し尿処理施設及び一般廃棄物最終処分場の精密機能検査を実施し、より適切な施設整備、施設更新に向けての 準備を進めてまいります。消防部門においては、老朽化が進んでいる消防本部庁舎の
建設に向け、消防本部新庁舎基本構想策定業務を実施するほか、女性消防職員に配慮した職場環境を整備するため、 富谷消防署に女性隊員宿舎の増設を行うとともに、高規格救急車、消防指令システム
の部分更新等により、消防力のさらなる強化を図ってまいります。
　なお、財源に占める市町村負担金の割合は、予算総額の88.2％です。

分担金及び負担金
2,170,006

（88.2％）

国庫支出金 50,374
（2.1％）

繰越金 1,090（0.1％未満）

使用料及び手数料
12,726（0.5％）

〔単位：千円〕

歳入総額
2,459,046

諸収入 12,871（0.5％）

繰入金 4,169（0.2％）

組合債
195,500
　（8.0％）

寄附金 1（0.1％未満）

財産収入 34
（0.1％未満）

県支出金 12,275
（0.5％）
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　歳入・歳出の総額をそれぞれ24億5,904万６千円とし、前年度と比較しますと１億3,015万６千円の増額（5.6％）と なります。主な事業については、衛生部門においてはマテリアルリサイクル施設の建
設、し尿処理施設及び一般廃棄物最終処分場の精密機能検査を実施し、より適切な施設整備、施設更新に向けての 準備を進めてまいります。消防部門においては、老朽化が進んでいる消防本部庁舎の
建設に向け、消防本部新庁舎基本構想策定業務を実施するほか、女性消防職員に配慮した職場環境を整備するため、 富谷消防署に女性隊員宿舎の増設を行うとともに、高規格救急車、消防指令システム
の部分更新等により、消防力のさらなる強化を図ってまいります。
　なお、財源に占める市町村負担金の割合は、予算総額の88.2％です。

歳出説明
議 会 費 議会の開催に要する経費

総 務 費 人事や給与の管理、事務所庁舎等の管理、広
報誌の発行、監査等に要する経費

民 生 費 老人ホーム入所判定委員会の開催に要する経費

衛 生 費
黒川浄斎場（火葬場）、環境衛生センター（し
尿処理）、環境管理センター（ごみ処理）、最
終処分場、各施設の運営に要する経費

消 防 費 火災、救急の出場、火災予防業務、救急救命
士の育成等に要する経費

教 育 費 視聴覚教材センター、適応指導教室の運営に
要する経費

公 債 費 借入金の元利償還に要する経費（衛生費９件、
消防費８件）

一般会計における主な事業　� （単位：千円）

事　業　名

衛 生 費

火 葬 場 費
・火葬等業務委託
・火葬炉設備修繕工事
・棺等運搬装置購入

し尿処理費
・し尿処理施設管理業務委託
・し尿処理施設精密機能検査業務委託
・し尿処理施設整備工事

ごみ処理費

・焼却炉運転管理業務委託
・�焼却施設主要設備点検整備・清掃業
務委託
・粗大ごみ処理施設整備工事
・廃プラスチック処理施設整備工事

ごみ焼却施設
整備事業費

・�マテリアルリサイクル推進施設建設
に係る施工監理業務委託
・�マテリアルリサイクル推進施設建設
工事
・�マテリアルリサイクル推進施設管理
棟庁用備品購入

最終処分場費

・最終処分場維持管理業務委託
・�一般廃棄物最終処分場精密機能検査
業務委託
・浸出水処理施設整備工事
・埋立地搬入路雨水対策側溝設置工事
・水運搬車更新

消 防 費

消 防 費

・�消防本部新庁舎建設基本構想策定業
務委託
・�富谷消防署女性隊員宿舎増設設計業
務委託
・富谷消防署女性隊員宿舎増設工事
・消防指令システム部分更新賃貸借
・高規格救急車更新
・資機材搬送車更新

　当組合は、構成市町村（富谷市、大和町、
大郷町、大衡村）における、環境衛生、消
防、適応指導教室、介護認定審査会、障害
支援区分認定審査会及び病院などの事務事
業を共同で行い、効率よく、公平なサービ
スを提供するために設置されたものです。
　組合の財源のほとんどは各市町村からの
負担金となっており、その内訳は右のとお
りです。

市町村負担金内訳（各種会計合計）

一般会計

〔単位：千円〕

歳出総額
2,459,046

衛生費
885,949
（36.0%）

公債費 130,179（5.3%）

消防費
1,323,497

（53.8%）

教育費
14,598

（0.6％）

予備費 100（0.1%未満） 議会費 2,513（0.1%）
総務費 102,130

（4.2%）
民生費 80

（0.1%未満）

410,410千円410,410千円

754,791千円754,791千円

363,590千円

1,176,492千円

限りない未来に向けて…広域行政
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　歳入・歳出の総額をそれぞれ1,652万７千円と
しております。審査会委員40名による８合議体で
審査判定を行います。

介護認定審査会特別会計
介護認定審査会特別会計　� （単位：千円）

歳　　入 歳　　出
科　　目 予算額 科　　目 予算額

分担金及び負担金 16,514
介護認定
審査会費 16,527繰　越　金 1

諸　収　入 12
合　　計 16,527 合　　計 16,527

　歳入・歳出の総額をそれぞれ116万７千円とし
ております。審査会委員10名による２合議体で審
査判定を行います。

障害支援区分認定審査会特別会計
障害支援区分認定審査会特別会計　�（単位：千円）

歳　　入 歳　　出
科　　目 予算額 科　　目 予算額

分担金及び負担金 1,165 障害支援
区分認定
審査会費

1,167繰　越　金 1
諸　収　入 1
合　　計 1,167 合　　計 1,167

　公立黒川病院は、指定管理者である公益社団法人地域医療振興協会へ
管理運営を委託しています。指定管理者においては医療を取り巻く厳し
い環境の中で病院経営に鋭意努力しております。
　構成市町村からの負担金は、総額５億1,759万８千円で、企業債償還、
指定管理者への運営交付金及び医療機器等の整備事業に充てられます。

病院事業会計

（単位：千円）
区　分 予算額 摘　要

収益的収入

医 業 収 益 2,720,063 入院や外来、健康診断等による収入
医 業 外 収 益 211,116 関係市町村からの負担金、補助金及び預金利子等による収入
特 別 利 益 1

（171,372） 収益的収入のうち、市町村からの負担金

収益的支出

医 業 費 用 3,077,941 指定管理者への交付金、職員の給与、減価償却等に要する費用
医 業 外 費 用 43,474 企業債や一時借入金の利息用に要する費用
特 別 損 失 1
経 常 利 益 △190,236

資本的収入
関係市町村負担金 336,226 企業債償還に係る関係市町村からの負担金
企 業 債 54,800 医療機器整備事業に係る借入資金
補 助 金 24,670 電子カルテシステム更新分企業債償還に係る指定管理者負担金

資本的支出
企 業 債 償 還 金 359,796 企業債元金償還
建 設 改 良 費 54,900 医療機器整備事業
リース資産購入費 1,000

（単位：千円）
区　分 予算額 摘　要

訪問看護事業収益 52,318 訪問看護サービス
提供による収入

訪問看護事業外収益 1

訪問看護事業費用 52,318 訪問看護サービス
提供に要する費用

経 常 利 益 1

　くろかわ訪問看護ステーションは、指定管理者
である公益社団法人地域医療振興協会へ管理運営
を委託しています。なお、この事業収益は、すべ
て指定管理者への運営交付金として支払われます。
　今年度も在宅療養者がより快適な療養生活を送
れるよう、利用者のニーズにこたえた看護サービ
スに努めてまいります。

訪問看護ステーション事業会計

広域くろかわ

6広域くろかわ 第92号



消防本部予防課からのお知らせ

　広域くろかわ第88号・第90号でご案内しました「小規模飲食店等への消火器設置の義務化」
及び「ガソリン販売店及び購入者への注意事項」について当組合ホームページにパンフレット等
を掲載しましたので、ご活用ください。
※掲載場所　http://www.kurogyou.jp/fdk-119　（ホームページ内の　　　　　に掲載しております。）お知らせ

大和すぎのこ保育園のみなさん

一
般
公
募
の

普
通
救
命
講
習
会
予
定

時
間　
午
後
６
時
30
分
～

（
３
時
間
講
習
）

４
月
22
日（
水
）　

黒
川
消
防
署

５
月
27
日（
水
）　

大
郷
出
張
所

６
月
24
日（
水
）　

富
谷
消
防
署

７
月
22
日（
水
）　

大
衡
出
張
所

８
月
26
日（
水
）　

黒
川
消
防
署

９
月
23
日（
水
）　

大
郷
出
張
所

11
月
25
日（
水
）　

富
谷
消
防
署

一
般
公
募
の

上
級
救
命
講
習
会
予
定

時
間　
午
前
９
時
～

（
８
時
間
講
習
）

10
月
28
日（
水
）　

富
谷
消
防
署

問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

☎
３
４
５

−

６
８
８
８

救
命
講
習
会
の
ご
案
内

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
小
さ
い

頃
か
ら
火
に
対
す
る
正
し
い
し
つ

け
を
身
に
付
け
、
命
の
大
切
さ
、

火
の
怖
さ
を
啓
発
し
、
将
来
に
お

い
て
火
災
予
防
に
関
す
る
基
礎
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所

で
組
織
さ
れ
、
現
在
管
内
で
は
23

ク
ラ
ブ
が
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

卒
園
す
る
ク
ラ
ブ
員
一
人
ひ
と

り
に
そ
の
活
動
に
対
し
て
消
防
本

部
消
防
長
か
ら
、「
か
ん
し
ゃ

じ
ょ
う
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
の
授
与

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

限りない未来に向けて…広域行政
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感
染
予
防
対
策
の
コ
ツ

　

手
洗
い　　
机
、
ド
ア
、
エ
レ
ベ
ー

タ
の
ボ
タ
ン
な
ど
、
身
の
回
り
に
は

多
く
の
人
が
素
手
で
触
る
と
こ
ろ
が

沢
山
あ
り
ま
す
。
病
原
体
を
持
っ
た

人
が
触
っ
た
と
こ
ろ
に
触
れ
ば
、
自

分
の
手
に
も
病
原
体
が
つ
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
手
で
顔
の
周
り
を

触
る
と
、
眼
、
鼻
、
口
か
ら
病
原
体

が
体
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
石
鹸
や
ア

ル
コ
ー
ル
が
あ
る
と
便
利
で
す
が
、

流
水
で
洗
い
流
す
こ
と
も
有
効
で
す
。

手
の
ひ
ら
だ
け
で
な
く
、
手
の
甲
、

指
、
特
に
親
指
も
よ
く
洗
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト　　
咳
や
く
し
ゃ
み

が
出
る
人
は
、
マ
ス
ク
、
ハ
ン
カ
チ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
押
さ
え
て
飛
沫
を
飛

ば
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ど

れ
も
間
に
合
わ
な
い
時
は
、
衣
服
の

肘
の
部
分
で
口
元
を
押
さ
え
ま
す
。

隙
間
か
ら
多
少
の
飛
沫
が
飛
ぶ
の
で
、

可
能
な
限
り
、
穏
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク　　
市
販
の
マ
ス
ク
に
は
病

原
体
を
漉
し
取
る
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
他
人
の
咳
や
く
し
ゃ

み
の
飛
沫
を
浴
び
な
い
、
あ
る
い
は

他
人
に
浴
び
せ
な
い
と
い
う
効
果
が

あ
り
ま
す
。
不
用
意
に
手
で
鼻
や
口

の
ま
わ
り
を
触
る
こ
と
も
防
ぎ
ま
す
。

鼻
や
喉
の
湿
度
を
保
つ
こ
と
で
、
病

原
体
が
付
着
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

マ
ス
ク
は
頻
繁
に
交
換
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
度
も
咳
や
く

し
ゃ
み
で
マ
ス
ク
の
内
側
が
汚
れ
た

ら
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
人
生
会
議
」
と
は
、
も
し
も
の

時
の
た
め
に
、
自
分
が
望
む
医
療
や

ケ
ア
に
つ
い
て
、
家
族
や
医
療
関
係

者
と
、
日
頃
か
ら
繰
り
返
し
、
話
し

合
う
こ
と
で
す
。
以
前
は
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
厚

労
省
が
愛
称
を
公
募
し
「
人
生
会

議
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、「
人
生
の
最
終
段
階

に
お
い
て
、
ど
ん
な
医
療
や
介
護
を

受
け
た
い
か
」
を
話
し
合
っ
た
こ
と

は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
一
昨
年
の
調

査
に
よ
る
と
、「
一
応
話
し
合
っ
た

こ
と
が
あ
る
」
人
は
４
割
以
下
で
、

「
詳
し
く
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
理
由
の
多
く
は
、「
話
し
合
う

き
っ
か
け
が
な
い
」
か
ら
で
し
た
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
は
、
そ
の
時
考
え

れ
ば
よ
い
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
命
の
危
険
が

迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、
約
７
割
の

人
が
、
自
分
の
希
望
を
自
分
で
決
め

た
り
、
人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

す
る
と
、
望
ま
な
い
医
療
を
受
け
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
な
る
前
に
、
自
分
が
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
を
、

周
囲
の
信
頼
で
き
る
人
た
ち
と
話
し

合
い
、
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

で
は
、
何
を
話
す
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
、「
私
が
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
」
で
す
。
人
生
の
最
終
段
階
に

な
っ
た
時
、
あ
な
た
が
大
切
と
思
う

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
「
好
き
な

こ
と
が
で
き
る
こ
と
」、「
家
族
と
の

時
間
」、「
仕
事
」、「
自
宅
で
過
ご
す

こ
と
」、「
痛
み
や
苦
し
み
が
な
い
こ

と
」、
大
切
な
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、

親
し
い
家
族
で
も
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
も
の
で
す
。
時
と
共
に
、
想
い

が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
頃
か
ら
、
繰
り
返
し
話

し
合
う
の
で
す
。

　
「
人
生
会
議
」
を
繰
り
返
せ
ば
、

も
し
も
の
時
、
あ
な
た
が
大
切
と
思

う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
が
、
あ
な

た
に
代
わ
っ
て
、
あ
な
た
の
想
い
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て
、

親
し
い
人
に
、「
私
の
想
い
」
を
伝
え

て
み
ま
せ
ん
か
（
も
っ
と
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
、「
人
生
会
議
」
で
検
索
）。

　

筋
ト
レ
は
、
ひ
ざ
・
腰
の
痛
み
や

転
倒
を
予
防
す
る
の
に
効
果
が
あ
り
、

続
け
る
と
生
活
に
ハ
リ
も
出
て
き
ま

す
。
と
は
い
っ
て
も
家
の
中
で
い
ざ

公
立
黒
川
病
院

「
流
し
台
や
洗
面
台
で

筋
ト
レ
が
で
き
ま
す
！
」

理
学
療
法
士
　
五
十
嵐
　
望
美

●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●

●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●

管理者
本郷　道夫

地域医療センター長
横道　弘直

「
人
生
会
議
」を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

広域くろかわ
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頑
張
ろ
う
と
始
め
て
も
続
け
る
の
は

大
変
で
す
。
通
販
で
買
っ
た
運
動
器

具
が
眠
っ
て
い
る
、
と
い
う
お
家
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
ど
の

お
家
に
も
運
動
に
適
し
た
器
具
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
流
し
台
」
や

「
洗
面
台
」
で
す
。

　

流
し
台
や
洗
面
台
は
安
定
性
が
良

く
、
高
さ
も
手
を
置
く
の
に
ち
ょ
う

ど
良
い
高
さ
に
で
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
1
日
に
1
回
は
立
ち
寄
る
場
所

で
す
。
こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
運
動
が

で
き
ま
す
。
毎
日
台
所
に
立
つ
主
婦

の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
あ
ま

り
台
所
に
立
た
な
い
お
父
さ
ん
も
お

皿
を
洗
っ
て
台
所
で
運
動
を
す
れ
ば
、

感
謝
さ
れ
つ
つ
、
運
動
効
果
も
得
ら

れ
、
一
石
二
鳥
…
？

　

今
回
は
導
入
編
と
し
て
足
の
運
動

の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

か
か
と
上
げ
と
つ
ま
先
上
げ

　
「
１
・
２
・
３
・
４
」
で
ゆ
っ
く

り
と
か
か
と
を
上
げ
て
お
ろ
し
、

「
５
・
６
・
７
・
８
」
で
つ
ま
先
を

あ
げ
て
お
ろ
し
ま
す
。
つ
ま
先
上
げ

は
転
倒
予
防
に
、
か
か
と
上
げ
は
循

環
の
改
善
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
＊
痛
み
が
あ
る
時
は
中
止
し
て
く

だ
さ
い
）

　

立
っ
て
い
る
の
が
不
安
定
な
方
、

日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い
方

は
、
手
を
台
の
縁
に
お
く
か
、
お
な

か
を
台
に
つ
け
て
少
し
寄
り
か
か
る

よ
う
に
し
て
、
ま
ず
は
10
回
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。
疲
れ
が
残
る
場

合
は
１
日
お
き
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

１
度
で
き
る
と
も
っ
と
で
き
る
の
で
は
、

と
急
に
回
数
を
増
や
し
た
り
難
し
く

し
た
く
な
り
ま
す
が
、
あ
せ
ら
ず
１
、

２
週
間
は
同
じ
回
数
、
方
法
で
行
い

ま
し
ょ
う
。
少
し
の
運
動
で
も
続
け

ら
れ
る
と
自
信
が
つ
き
、
し
だ
い
に

効
果
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

軽く手を縁において行う場合 おなかをつけて行う場合

　

か
つ
お
は
春
に
餌
を
追
い
な
が

ら
北
上
す
る
「
初
が
つ
お
」
と
呼

ば
れ
る
の
ぼ
り
が
つ
お
と
、
餌
を

た
っ
ぷ
り
食
べ
南
下
す
る
秋
の
戻

り
が
つ
お
の
2
回
旬
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
お
は
高
た
ん
ぱ
く
・
低
脂
肪

で
た
ん
ぱ
く
質
に
含
ま
れ
て
い
る

タ
ウ
リ
ン
は
肝
機
能
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
改
善
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
他
の
魚
に
比
べ
血
合

い
の
部
分
も
抵
抗
な
く
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
も
し
っ
か
り
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
た
た
き
」
の
起
源

は
土
佐
藩
主
が
食
中
毒
防
止
を
理

由
に
生
食
を

禁
じ
た
た
め
、

表
面
を
焼
き

「
焼
き
魚
」

と
称
し
て
食

べ
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に

焼
く
こ
と
で

皮
の
下
の
寄

生
虫
な
ど
を
殺
す
た
め
と
す
る
説

が
あ
り
ま
す
。

作
り
方

①�

か
つ
お
の
皮
目
に
塩
を
ふ
り
、

油
を
入
れ
て
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ

ン
に
皮
目
を
下
に
し
、
強
火
で

焼
き
ま
す
。

②�

焼
き
色
が
つ
い
た
ら
ひ
っ
く
り

返
し
、
他
の
面
も
焼
い
た
ら
取

り
出
し
て
、氷
水
に
つ
け
た
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
軽
く
絞
っ
て
か

つ
お
に
巻
き
、
熱
を
取
り
ま
す
。

③�

１
㎝
く
ら
い
に
切
っ
て
皿
に
盛

り
、
好
み
の
薬
味
を
の
せ
て
ポ

ン
酢
と
し
ょ
う
ゆ
を
混
ぜ
た
タ

レ
を
か
け
て
、
出
来
上
が
り
。

材
料か

つ
お�

1
さ
く

塩
・
油�

適
量

ポ
ン
酢�

大
さ
じ
2

し
ょ
う
ゆ�

大
さ
じ
1

薬
味（
お
好
み
で
）

　

ね
ぎ（
小
口
切
り
）

　

み
ょ
う
が（
千
切
り
）

　

し
そ（
千
切
り
）

　

生
姜（
お
ろ
す
）

　

に
ん
に
く（
お
ろ
す
）

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
か
つ
お
の
た
た
き
」

栄
養
室
室
長
　
小
岩
　
陽
子

限りない未来に向けて…広域行政
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（単位：Bq/kg）
採取月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計

令和元年12月 不検出 88 88
令和 2年 1月 不検出 53 53
令和 2年 2月 不検出 60 60

基準値：8,000Bq/kg

　一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰中の放射性物質は基準値を下回っています。今後も
定期的に測定を実施します。　� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

環境管理センター 焼却灰（飛灰）放射性物質測定結果

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
民
館

行
事
・
各
地
域
で
活
動
す
る
団
体
・
各
ス

ポ
ー
ツ
文
化
活
動
な
ど
の
社
会
教
育
や
学

校
教
育
を
支
援
す
る
た
め
に
機
材（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
等
）や
教
材（
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）を
無
償
で
貸
し
出
し
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

機
材
の
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
際
は
お
早
め
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
先

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
５

−

６
４
６
１

お
す
す
め
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
紹
介

○�

小
学
生
の
自
転
車
の安

全
な
乗
り
方

　

自
転
車
を
安
全
に
乗
る
た
め
に
必
要

な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
小
学
生

向
け
作
品
で
す
。

燃
え
る
ご
み

分
別
徹
底
の
お
願
い

　

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
ご
み
焼

却
施
設
で
は
、
大
和
町
・
大
郷

町
・
大
衡
村
の
家
庭
、
事
業
所

か
ら
発
生
す
る
燃
え
る
ご
み
を

焼
却
処
分
し
て
い
ま
す
が
、
焼

却
後
の
焼
却
炉
か
ら
排
出
さ
れ

る
燃
え
が
ら
の
中
に
は
多
数
の

不
適
物（
金
属
等
）が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
適
物

が
混
入
す
る
と
、
機
械
設
備
故

障
の
原
因
と
な
り
、
設
備
の
損

傷
に
よ
る
修
繕
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
不
適
物
を
撤
去
す
る
に

は
、
焼
却
炉
を
い
っ
た
ん
停
止

し
、
２
日
か
け
て
冷
ま
し
て
か

ら
炉
の
中
に
入
り
、
取
り
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
の
施
設

は
黒
川
地
域
住
民
皆
さ
ま
の
大

切
な
財
産
で
あ
り
、
安
定
し
た

ご
み
処
理
を
す
る
に
は
、
住
民

皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

ご
み
の
分
別
と
出
し
方
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
等
で
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
２

−

２
２
１
８ 焼却炉から排出された不適物（座イスのフレーム）

広域くろかわ
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大郷町
第15回おおさとB級グルメIN

「道の駅おおさと」
　開催日：５月17日（日）
　　　　　午前10時～午後２時
　会　場：道の駅おおさと
　内　容：県内外から約15店舗出店予定
　　問い合わせ先：道の駅おおさと

　☎359-2675

大和町
◆まほろばホールイベント
・まほろば夢ステージ
　「町制施行65周年記念

三山ひろしコンサート2020」
　開 催 日：４月26日（日）
　開　　演：昼の部　午後０時30分
　　　　　　　　　　（開場：午後０時）
　　　　　　夜の部　午後５時
　　　　　　　　　　（開場：午後４時30分）
　入 場 料：一般��　6,000円
　　　　　　友の会��5,500円
　　　　　　（当日券は500円増し）

・第49回さつき展
　展示期間：６月13日（土）、14日（日）
　　　　　　午前９時～午後４時まで
　展示会場：１階交流ホール

　大会議室・会議室
　内　　容：盆栽愛好家による「さつき」の展示
　　　　　　盆栽の手入れ講習会
　　　　　　（６月14日午後１時より／受講無料）
　　問い合わせ先：まほろばホール

☎344−4401

※イベントのスケジュール・内容は都合により変更・中止となる場合がございます。詳しくは各市町村までお問合せください。

大衡村
第29回大衡村長杯パークゴルフ大会
　開催日：５月17日（日）

第17回開場記念杯パークゴルフ大会
　開催日：６月８日（月）
　※事前に申し込みが必要となります。
　　詳しくは下記まで問い合わせください。
　　問い合わせ先：おおひら万葉パークゴルフ場

☎345−8009

◆大衡村ふるさと美術館
１階展示室（常設）
・大衡村出身の画家　菅野　廉 氏の

絵画及び使用画材の展示。

２階展示室（企画展）
・大衡村に縁のある展　日下常由作品展
　　開催日：４月２日（木）～４月21日（火）
・神聖なる空間　数本奈智子絵画展
　　開催日：４月24日（金）～５月24日（日）
・銅板への思い　宮城の三人展
　　開催日：５月28日（木）～６月22日（月）
・浅野忠信　構築された風景画
　　開催日：６月21日（日）～７月26日（日）

★開館時間：午前10時～午後４時
★入 館 料：一般　　　　　200円
　　　　　　高校・大学生　150円
　　　　　　小学・中学生　100円
　　問い合わせ先：大衡村ふるさと美術館

☎345−0945

黒川地域イベント情報
富谷市

◆市役所１階市民交流ホール予定
（土日・祝日も午後５時まで開放しています。）
・七宝焼の作品展示
　開催日：６月１日（月）～６月30日（火）
　出展者：色彩の会　代表　川北　京子 氏
　　問い合わせ先：生涯学習課�

☎358−5400

限りない未来に向けて…広域行政
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　令和元年度事業において更新した消防ポンプ自動車が富谷消防署に配備され、令和２
年２月３日から運用開始しております。ポンプ車は小回りが利き、比較的狭い路地が多
い管内に即した車両となっております。車両の後部には「ホースカー」が装備されてお
ります。このホースカーは電動で動かすことができ、消防ホースを約200ｍ延長するこ
とが可能です。このホースカーを使用することで長距離の延長を１人で行うことができ、
より効率的な活動が可能となります。
　今後もより一層地域の実情を踏まえながら、車両の最大限の有効活用を図ってまいり
ます。

　毎年山火事は春季に集中して発生しています。空気の乾燥や強い季節風などの自
然条件と、ハイカー等の入山者の火の不始末や枯れ草焼きなどの人為的条件が重な
り山林へ飛び火することが大きな要因となっております。
　当消防本部では、令和２年３月１日から５月31日まで「山火事予防運動」を実
施しております。山火事防止にご協力をお願いします。

重
点
注
意
事
項

①�

枯
れ
草
等
の
あ
る
場
所
で
は

た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

②�

火
気
使
用
中
は
そ
の
場
を
離

れ
な
い
こ
と
。

③�

強
風
時
・
乾
燥
時
の
火
入
れ

は
厳
禁
。

④�

火
入
れ
を
行
う
際
は
市
町
村

長
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
。

⑤�

た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所

で
喫
煙
す
る
こ
と
。

⑥�

児
童
に
よ
る
火
遊
び
は
さ
せ

な
い
こ
と
。

運用開始のお知らせ

山火事予防運動実施中

手作りの看板で山火事防止の呼びかけ実施

期　間　　令和２年３月１日　から　５月31日　まで
～ 山火事防止統一標語　『 守りたい　森と未来を　炎から 』 ～

編集・発行／黒川地域行政事務組合　宮城県黒川郡大和町吉岡字下町15番地の1　TEL 022−345−1541　FAX 022−345−1543

Ｅメール  info@kurogyou.jp　　ホームページ  http://www.kurogyou.jp
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